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グリーンヒル鴨志田西団地の紹介
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◆  田園都市線“青葉台駅” 北方2km強 バス13分
◆  1983年4月入居開始 築42年
◆  4-5階建て26棟 678世帯 分譲のみ

日本体育大学
（健志台キャンパス）

寺家ふるさと村

子供の国

青葉台駅



豊かな緑と住環境の良さ
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２０,２１号棟周り

夏休みラジオ体操餅つき大会“集会所に行こう”での講習会

鴨の子文庫鴨の子文庫の人形劇テニス同好会

アメリカフウの紅葉テニスコート周りの桜



2009年：マスタープランの検討 （築26年：管理組合）
⇒ エレベータ設置か建て替えか：どちらも困難

2015年：魅力ある団地作りアンケート調査実施 （築32年：自治会）
⇒ 空き室防止の対応に多くの意見：1チームのみスタート（魅力の会） 

2020年：横浜市のコーディネート支援事業 （築37年：管理組合）
⇒ 団地の将来の在り方審議
⇒ 長期住環境作りのアンケート調査 （2021年）

多くの意見を頂く：具体的な方策立案は今後

長期ビジョン検討への流れ

2022年：横浜市の団地再生ビジョン等支援事業に移行

⇒ 管理組合、自治会、有志の参加と横浜市の支援で力を集める

⇒ 団地内活動体を集中ヒアリングし課題を抽出

⇒ 具体的な長期ビジョンを作り、必要な活動を明確化する



休会中



既にあったいくつもの活動体をヒアリング

防災分科会

フラワーズ

テニス同好会

ヒアリ
ング
した
団体

有志
の
参加
団体

ヒアリング風景 （カモの子文庫） 長期ビジョン検討委員会 定例会議







過去の議論も含めて活動の理念や全体像が見えてきた

●3つの未来を見すえて、暮らしの豊かさや団地の価値を高める

５～10年先の未来
いま暮らす自分達の
住環境の向上

20～30年先の未来
世代交代や相続に備えた
住まいの価値の維持

50～60年先の未来
物理的な耐用年数も見
すえた道筋を考える

現在
2023年

入居開始
1983年

現在
築40年

●快適に暮らし続けるための２つの長寿命化

・快適に暮らし続けるための建物
等の長寿命化

・便利で健全な建物や屋外環境

・高齢者も若い世代も元気に暮らし続けていく
ための利便性と快適性の向上

・見守り・助け合うコミュニティも元気な団地

●人口が減り住宅があまる時代でも「住みたい団地」「世代循環する団地」に

・若い世代にとっても魅力のある「住みたい団地」として資産価値の維持
・住民の相続があっても継承される、転居があっても次世代の入居がある「世代循環する団地」
・コミュニティが元気で住民の困りごとも解決できる「住み続けられる団地」



長期ビジョンの具体像として5大目標とアクションにまとめた

２

5大目標
実現したいこと（案）

アクション
実現のために取り組むこと（案）

長期にわたる建物の価
値の維持と存続

緑を含む屋外空間の
維持・有効利用

年齢や趣味に応じて
楽しく暮らせる

生活環境

活発なコミュニティ
活動による適度な
交流と助け合い

団地の将来のあり方の
共通理解と準備

・適切な長期修繕計画の作成と定期的な見直し
・高齢者や子育て世代に配慮したバリアフリー対策
・ガス・水道・電気・通信網など共有インフラの適切な更新

・世代を超えた繋がり作り（相談やボランティア、近隣の大学との交流等）
・わかりやすく負担が少ない参加の仕組み、意見を言いやすい仕組みづくり
・健康づくりや防災など暮らし続けるための備えと助け合い

・豊かな緑環境を維持する活動、季節ごとの緑を楽しむ活動（花見、果樹の
収穫等）

・空地・空き駐車場の利活用
・災害時の利用も考えた屋外空間整備の検討

・生活情報（施設案内、お役立ち情報）の提供
・年齢や趣味に応じた催し
・気楽に集える・活動できる場づくり（集会所の活用等）
・のびのびと子育てできる環境づくり（遊び場等）

・団地ぐるみでの話し合いの場や体制づくり
・リフォーム・リノベーションの情報発信やルールの周知
・団地の魅力や住宅情報の発信

①

②

③

④

⑤



５大目標に関する意見をいろいろな機会を使って住民に問うた

ヤギによる雑草処理イベント 緑のガイドツアーイベント

防災フェアの一角を使って意見交換 緑のガイドツアーの後での意見交換



①～⑤目標の グループ別討論風景 ①～⑤目標のグループ別討論結果の発表風景

グループ別討論内容は付箋を使ってまとめられ報告に使用された

5大目標の内容をワークショップで最終的に絞った



今後の取組 －まず取り組むこと・長期的に取り組むこと－
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スタート済みの施策、検討中の施策例

高齢者を孤立
させない施策

◎高齢者支援の強化

談話室“CoffeeTime”

の毎週開催

ライドサポートによる

 移動支援

◎相談の場作り

談話室での困り事相談、

便利情報の提供

◎団地内ちょこボラの立ち

上げ、発展

若手にイイネ！と
言われる施策

◎集会所利用の拡充；

キッズクラブ、談話室

⇒ 子どもの利用促進、

高齢者との交流

◎法面、広場利用の拡充

果樹園増設、フルーツ団地に

◎エキスパートの会（仮称）

DIY、設備メンテナンス、

電気機器修理からAI導入で

住民生活を支援

団地運営の改善検討
（今後2年程度で実現に）

◎規約/財務/保険関係の強化

◎長期修繕計画、管理計画 

⇒ 費用増対策の策定 

◎マンション管理計画認定

制度への応募 

◎輪番制維持、役員の負担軽減、

法人化の検討

◎第4次、第5次の大規模修
繕を見すえた住棟や屋外環
境のあり方の検討

住民の共通理解や継続的な運営体制ができたら実施する施策例

◎空き駐車場の活用

◎子どもがのびのび
遊べる場づくり

◎住み替え支援の検討
◎財務、相続相談等へ

の対応
◎給水給湯に関する対策、

費用の検討
◎人が住んでいない

住戸への対応
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定期的な活動への
団地サポーター
としての参加

団地運営にどう参加してもらうか？

自由な参加者と活発な参加者のゆる～い共同体
・可能な時に自身の活動時間の1/100の参加（月に2～３時間）
・専門家のボランティア協力（退職者とか）
・趣味の集まり ⇒ 時にボランティア協力
・少しだがお礼を準備する （チョコボラの例有り）
・議論は活発でも批判はしない
・前向きに、前向きに



鴨志田西団地長期ビジョン

グリーンヒル鴨志田西団地 管理組合／自治会
長期ビジョン検討分科会

令和７年３月

「みんなで実現していこう西団地の未来」

ふるさと

長期ビジョン
検討経緯

鴨志田西団地
ホームページ



本年度実行中の新たな活動
・談話会“Coffee Time”実施：毎週水曜日 13：30～15：30 @集会所活用

・駆逐艦雪風の精密模型展示会：8/3～8/5 @集会所活用

・ライドサポート サービス始動 （自家用車での移動サービス）（高齢者対応）

・趣味とボランティアの“伎（たくみ）の会”の募集  （伎の会）

・65歳以上の体力測定会：日体大が実施 11/22 （高齢者対応、近隣交流）

・太極拳講習の試行    （高齢者対応）

・AI技術の講習会 / 紙飛行機大会参加  （伎の会）

・マンション管理計画認定制度に応募、審査中 （運営改善）

・修繕積立金の値上げを臨時総会で可決 （運営改善）

・大型車向け駐車場枠の拡幅検討 （若手向け対応、運営改善）



いろいろと協力を頂き、良い方向に
向かいつつあると感じています！

階段室下の掲示板やホームページに掲示したポスター



〇 駆逐艦 雪風 精密模型展示会 “伎の会”立ち上げ企画 ８月3～5日

〇 日体大 65歳以上の体力測定会 高齢者施策  11月22日

雪風 アルミ模型 ポンポン船 実演 ジオラマ製作支援へ

太極拳の
試行へ



・簡単には人は集まらない

・1テーマに20名集まればGood！

・広報活動と一本釣り

・アイデアを出しまくる

・活動は楽しくなければいけない

・世話役は焦らない、批判しない、怒らない

いろいろ言えるレベルではありませんが
世話役としての反省事項
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